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委 員 会 会 議 録 

（社）滋賀県トラック協会 

会 議 名 第３回 滋賀県交通安全フェア特別委員会 

開催日時 令和５年 ６月 ７日（月） １３：００～１５：３０ 

開催場所 滋賀県トラック総合会館 ３Ｆ「会議室」 

出 席 者 
甲斐切会長、松田副会長、山田副会長、丸山副会長、竹備副会長、 

委員８名、事務局６名 

 

協   議   内   容 

     定刻に開会。 

   甲斐切会長より挨拶があり、続いて松田委員長より挨拶をされた。 

   議題に先立ち今会議から交通安全フェア特別委員会の担当となった当協会中村より挨拶

を行った。 

   その後、松田委員長が議長として議事に入った。 

 

（１） 滋賀県交通安全フェア実行委員会の報告（５／２２） 

   事務局から報告。 

   出席委員から次の意見が出された。 

  ・スピード感を上げていかないと間に合わないので実行委員会から特別委員会まで期間が

あったので事前に資料をメール等で通知した方が実のある話ができたのではないか？ 

   →次回から資料を事前に通知することとなった。 

  ・自転車用ヘルメットの着用努力義務に向けて大量に仕入れて安価で買えるようにしては

どうか。 

・「交通安全フェア」のロゴを入れて記念になるようにしてみてはどうか。 

  ・市場でヘルメットの在庫が少なくなってきている。実行するのであれば早めに購入して

はどうか。 

   少子高齢化社会でもあるので高齢者にも交通安全に役立つような物があれば尚良い。 

  ・チラシとは別にポスターを早めに配布してはどうか？ 

 

協議の結果、次の通り決定された。 

  ・台紙にスタンプを押し回るスタンプラリーは行わず、アナログでのスタンプラリーと抽

選会応募のための電子スタンプラリーを行うこととなった。 

・スタンプラリーでブースを回ってもらうのに時間が掛かるため抽選会は１回で決定され

た。 

・昨年度はチラシとポスターが内容一緒であり、内容が決まっていないと配布できない。 

 日時とメインの情報のみを別でポスターを作るとなるとデザイン料をとられるので費用
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が上がる可能性があるので企画会社と相談して広報推進委員会で検討していくこととな

った。 

 

（２） 交通安全フェアの企画案 

  ステージイベントについて 

  ・ヒーローショーは午前１回、午後１回行うこととなった。 

・警察本部の音楽隊コンサート（了承済み） 

・昨年度実施した近江八幡地区交通安全協会と近江八幡署のコラボ交通安全教室に今年も

声を掛けることとなった。 

  ・びわこ学院大学の園児に向けた信号待ち体操を呼びかける。 

  ・江州音頭（検討） 

  ・滋賀県立日野高校の美術部（検討） 

・無料で市町村が実施してくれる子供交通安全教室（検討） 

  ・インストラクターに実際に交通事故を実演してもらう（検討） 

・司会者は藤川氏と女子部会の事業でも呼んでいる司会者を呼ぶこととなった。 

 

・屋外で白バイの模範走行がないので代替として展示車両とは別に屋外で中型トラックを

ロープで引っ張って体感してもらうこととなり、安全環境委員が監視することとなった。 

 ロープは京都府トラック協会から借りることとなった。 

 

・子供村を親子さんで入れるような施設（ボールプール等）を設置すると監視はしなくて

済むので人手がとられないので子供の遊び広場に変更することとなった。 

  ・飲食ブースについては女子部会平川部会長が手配してくださるキッチンカー＋竜王町に

よるドラゴン屋台村のみで縁日屋台はなしとすることとなった。 

  ・昨年度は弁当のあまりが多く廃棄が多かった。 

  →引換券を用意して当日の朝に配布するなど検討していく。 

  ・全体のレイアウトは企画会社と後日検討する。 

 

（３） 各コーナーの出展 

  ・広報推進委員会より滋賀県の木を使ったズレンガとおうみ森づくりの展示を考えている。 

・経営支援委員会より風船を使って子供向けに交通安全についてしゃべってもらう人をパ

フォーマンスしてくれる方を呼ぼうと考えている。 

  ・安全環境委員会よりＥＶトラックの展示をするだけでなく使って何かできないか次回の

委員会で検討する。 

・青年協よりブースの名称を資料３の⑤ディーラー車両展示→働くトラックの展示に変更

するようお願いされた。 

  ・青年協のブース出展に人員が割かれるため、青年協の働くトラックの展示の隣でＥＶト

ラックの展示をすれば安全環境委員が多いので人員をカバーしようと考えている。 

 ・女子部会より子供の交通安全を実施するが中身は守山警察署と検討中。 
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・次回委員会までに各ブースの予算をあげることとなった。 

 

（４） 作業予定 

   ・各支部のほうでもスタッフとして動員することとなった。（参加人数は後日決める） 

・交通安全フェアを全体事業でやるので前日のブルーシート敷きから各支部にも役割分

担をしっかり決めて全体でやっていく。 

 

（５） その他 

   ・次回特別委員会から企画会社に出席してもらうこととなった。 

・次回の交通安全フェア実行委員会は日程調整の結果７／１１（火）１４：００～の開

催となったことを報告した。 

（後日変更となり７／１０（月）１４：００～となった。） 

    

   苅谷安全環境委員長より挨拶をされ閉会した。 

 

 

  ■次回委員会 

日 時  令和５年 ７月３日（月） １３時３０分～ 

場 所  滋賀県トラック協会総合会館 ３階「会議室」 

 


